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厚生労働省
平成30年度診療報酬改定に関する資料等はこちらから

＊この配布資料は上記の資料を使っています
＊学術集会時の発表内容を一部加えて解説しています



平成30年度改定

診療報酬・介護報酬
同時改定

６年に一度

2025年に
向けた道筋

医療機能
の分化

医療・介
護の連携

推進

訪問看護
の拡充

看取り
体制整備



キーワードを具現化した基本方針
シームレス

＆
多様化



＊小児医療は重点課題の一つ



長期的な視野で

地域による医療ニーズの
違い（変動・多様化）

急性期医療～長期療養の
様々な医療ニーズに対応

地域を問わず対応できる
システムが必要



7：1と10：1とのギャップを埋める

地域の状況に応じて変えられる選択肢を提示する



＊この6項目を中心に小児医療の充実を図る



従来の退院支援：入院日数の短縮にフォーカスしがち

新たな入退院支援：シームレスな支援にフォーカス



入院当日に実施していたことを外来に前出しして実施が可能

＊組織的に行う必要がある
＊専従看護師・専任看護師がハブとして機能するイメージ



入院当日に実施していたことを外来に前出しして実施が可能

＊組織的に行う必要がある
＊専従看護師・専任看護師がハブとして機能するイメージ



＊早期から関わらなければ退院に向かえないという考えのもとに改定

＊小児では、NICUからの退院以外にも算定可能になったことになる



＊訪問看護の中でも、小児固有の内容についてみえる形で示された



＊算定要件が限定的 → 利用しやすさなど課題が出てくる可能性

＊健康保険法上、学校への訪問看護不可 → 文科省との連携が必須



＊従来：超重症児・準重症児を想定した設計

＊改定：従来の対象に医療的ケアが必要な子どもを加えた設計に



＊従来：超重症児・準重症児を想定した設計

＊改定：従来の対象に医療的ケアが必要な子どもを加えた設計に



＊算定可能な診療科の追加
＊対象年齢の引き上げ



看護師の配置を評価

＊夜間休日救急搬送医学管理料が新設
＊院内トリアージ実施料の引き上げ（100点→300点）



看護師の配置を評価 該当する看護師は次ページの疑義解釈資料で



問106 特定集中治療室管理料1及び2の施設基準で求められる「集中治療を必
要とする患者の看護に係る適切な研修」には、どのようなものがあるのか

疑義解釈資料の送付について（その1） 医科21ページより（H30.3.30付 厚生労働省保険局医療課）
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